
表紙写真提供
佐 藤　貢 氏（栗原市栗駒）

第 64 号
平成28年１月１日

主な内容

● 新年の挨拶
● 合併１０周年記念事業・式典
　第３回社会福祉大会
● 受賞おめでとうございます
● 福祉活動に関する標語・ポス
　ター・書道入賞作品集
● みんな集おうダンス交流会
● 介護者癒しのつどい
● 支部活動紹介
● 介護保険・障害福祉サービス
　事業所紹介
● ふれあい ささえ合い 笑顔が
　いっぱいの地域活動
● ぼらぼら通信
● ご寄附の紹介
● 生活相談所日程
● 市民の声
● 福祉のひろば

● 編集と発行 ●  社会福祉法人栗原市社会福祉協議会 〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6-2　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-22-6012

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉

活
動
が
展
開
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
11
日
に
発
生
し
た
「
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
」
時
に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
支
援
と
共
に
地
区
社
協
で
の
自
助
、
共
助
活
動
に
よ
る
協
働
が
あ
り
ま
し
た
。
常
日
頃
の
地
域
福
祉

活
動
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域
社
会
や
家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
高
齢
者
の
生
活
様
式
の
変
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境
は
栗
原
に
お
い
て
も
変
革
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
介
護
保
険
等
の

制
度
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
生
活
支
援
な
ど
を
背
景
と
し
た
深
刻
な
生
活
課
題
が
広
が
っ
て
お
り
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
る
福
祉
ニ
ー
ズ
も
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
民
間
福
祉
団
体
、
事
業
者

に
よ
る
民
間
レ
ベ
ル
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
住
民
参
加
型
に
よ
る
小
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、
さ

ら
な
る
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
住
民
主
体
性
を
維
持
し
た
福
祉
活
動
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
栗
原
市
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

き
て
い
る
当
社
協
と
し
て
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
支
え
ら
れ
な
い
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
栗
原

市
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
福
祉
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
よ
り
よ
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
邁
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
　栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会  

長
　

小

　林

　吉

　雄 
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12
月
19
日
（
土
）、
栗
原
文
化

会
館
を
会
場
に
、栗
原
市
長
　佐

藤
勇
様
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、「
合

併
10
周
年
記
念
事
業
・
式
典
　

第
３
回
社
会
福
祉
大
会
」
を
盛

会
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
築
館
城

生
野
神
楽
ク
ラ
ブ
の
迫
力
あ
る

「
鶏
舞
」
で
ス
タ
ー
ト
。
　

　
第
１
部
　
式
典
で
は
、
小
林

会
長
の
式
辞
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状

の
贈
呈
、
福
祉
活
動
に
関
す
る

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
入
賞

者
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
部

　
記
念
講
演
で
は
、

現
在
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
舞
の
海

秀
平
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
題
し

て
、
こ
れ
ま
で
夢
を
叶
え
る
た

め
に
挑
戦
し
続
け
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
貴
重
な
体
験
談
に
、
元
気

と
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小林会長 式辞

佐藤市長 祝辞舞の海 秀平氏の講演

約1,000人の参加者で会場は

いっぱいに。

ご来場いただきました皆様、

ありがとうございました。

築館城生野神楽クラブの｢鶏舞｣
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〈
合
併
10
周
年
記
念
特
別
表
彰
〉

 

千
種

　
正
幸
・
佐
藤

　
伸
也 

 

（
築

　
館
）

 

横
須
賀

　
健
寿
会 

 

（
築

　
館
）

 

荒
井

　
勣

　 
 

（
兵
庫
県
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
表
彰
〉

 

蜂
谷

　
恒
喜 

 
（
栗

　
駒
）

〈
役
員
・
評
議
員
功
労
表
彰
〉

 

熊
谷
正
一
郎 

 

（
高
清
水
）

 

遊
佐

　
寿
徳 

 

（
一

　
迫
）

〈
推
進
委
員
功
労
表
彰
〉

 

山
田

　
恒
義
・
長
谷
川
久
敏 

 

（
築

　
館
）

 

本
間

　
勝
善
・
佐
藤

　
正
一 

 

（
築

　
館
）

 

白
鳥

　
芳
勝
・
菅
原

　
礼
子 

 

（
築

　
館
）

 

齋
藤
與
四
男
・
佐
藤

　
金
男 

 

（
築

　
館
）

 

大
山
美
保
子
・
菅
原
か
よ
子 

 

（
築

　
館
）

 

松
枝

　
正
勝
・
櫻
田

　
勝
衛 

 

（
築

　
館
）

 

高
橋

　
京
子
・
氏
家
や
す
子 

 

（
築

　
館
）

 

鈴
木

　
泰
明
・
鈴
木

　
陽
一 

 

（
若

　
柳
）

 

二
階
堂
俊
幸
・
岩
松

　
　
敏 

 

（
若

　
柳
）

 

佐
藤

　
智
子
・
佐
藤

　
勝
美 

 

（
若

　
柳
）

 

三
浦

　
修
宏
・
髙
橋

　
　
正 

 

（
若

　
柳
）

 

長
澤
滿
喜
子
・
千
葉

　
豊
茂 

 

（
若

　
柳
）

 

沼
倉

　
正
俊
・
佐
藤
り
つ
子 

 

（
若

　
柳
）

 

平
澤

　
睦
穂
・
二
階
堂
ゆ
う
子 

（
若

　
柳
）

　
加
藤

　
昭
子 

 

（
若

　
柳
）

　
菅
原
富
士
子 

 

（
栗

　
駒
）

　
下
舘

　
和
行
・
柴
岡

　
泰
子 

 

（
高
清
水
）

　
門
田

　
愛
子
・
小
野

　
三
枝 

 

（
高
清
水
）

　
石
澤
は
つ
み
・
沼
倉
せ
つ
子 

 

（
高
清
水
）

　
塩
澤
紀
美
子
・
芳
賀

　
徳
子 

 

（
高
清
水
）

　
髙
橋
美
知
子
・
髙
橋

　
正
浩 

 

（
高
清
水
）

　
佐
藤

　
弘
子
・
菅
原

　
洋
子 

 

（
一

　
迫
）

　
髙
橋
ケ
イ
子
・
熱
海

　
依
恵 

 

（
一

　
迫
）

　
佐
藤

　
幸
助 

 

（
一

　
迫
）

　
藤
田
美
恵
子
・
野
村
み
つ
子 

 

（
瀬

　
峰
）

　
須
藤

　
淑
子 

 

（
鶯

　
沢
）

　
菅
原

　
隆
志
・
菅
原

　
清
昭 

 
（
金

　
成
）

　
千
田

　
栄
助
・
小
野
寺
正
清 

 
（
金

　
成
）

　
佐
藤
み
い
子 

 

（
金

　
成
）

　
鈴
木

　
繁
子
・
狩
野

　
京
子 

 

（
志
波
姫
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
表
彰
〉

 

高
橋

　
雅
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

飯
塚
よ
り
子 

 

（
瀬

　
峰
）

　
高
橋

　
　
博
・
及
川

　
敏
子 

 

（
鶯

　
沢
）

　
伊
藤

　
ケ
イ
・
仲
丸

　
富
士 

 

（
鶯

　
沢
）

　
庄
司
き
ぬ
子 

 

（
鶯

　
沢
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
表
彰
〉

　
若
柳
レ
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
片
町
す
ず
ら
ん
の
会 

（
若

　
柳
）

　
下
在
さ
く
ら
会
・
大
袋
よ
つ
葉
会 

（
若

　
柳
）

　
大
林
二
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会 

（
若

　
柳
）

　
新
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会 

 

（
若

　
柳
）

　
パ
ル
ム
16
の
会 

 

（
栗

　
駒
）

　
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

こ
す
も
す 

（
瀬

　
峰
）

　
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ひ
ま
わ
り 

（
瀬

　
峰
）

〈
福
祉
関
係
団
体
役
員
功
労
表
彰
〉

　
白
鳥
あ
き
よ （
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

 
 

 

（
築

　
館
）

 

神
田
き
く
ゑ （
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

 
 

 

（
栗

　
駒
）

 

高
橋

　
昭
子 （
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

 
 

 

（
高
清
水
）

 

安
部

　
ミ
ツ （
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

 
 

 

（
志
波
姫
）

〈
会
長
特
別
表
彰
〉

◦
支
部
委
員
功
労

 

髙
橋

　
義
昭 

 

（
一

　
迫
）

 

菅
原

　
俊
男 

 

（
瀬

　
峰
）

　
鈴
木

　
軍
平 

 

（
志
波
姫
）

　
髙
橋
さ
か
え 

 

（
花

　
山
）

◦
在
宅
介
護
功
労

 

本
間

　
敬
子
・
村
山

　
宮
子 

 

（
築

　
館
）

 

菅
原

　
礼
子
・
渋
谷
サ
ナ
ミ 

 

（
築

　
館
）

 

白
鳥

　
　
馨 

 

（
築

　
館
）

 

高
橋
志
久
子
・
遠
藤
き
よ
子 

 

（
若

　
柳
）

―
―
―
― 

表

　彰

　状 

―
―
―
―

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

表彰状の贈呈
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佐
藤
由
美
子
・
千
葉

　
　
桂 

 

（
若

　
柳
）

 

千
葉

　
和
美
・
髙
橋

　
禎
子 

 

（
若

　
柳
）

 

佐
藤
し
の
ぶ
・
菊
地

　
勝
雄 

 

（
栗

　
駒
）

 

菅
原

　
靜
子
・
岩
渕

　
信
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

木
村
ふ
み
子
・
星

　
た
え
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

渋
谷

　
利
子
・
阿
部

　
明
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

菅
原

　
祝
子
・
山
畑

　
純
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

二
階
堂
寿
江
・
四
ノ
宮
勝
良 

 

（
栗

　
駒
）

 

蜂
谷

　
行
榮
・
髙
橋
美
和
子 

 

（
栗

　
駒
）

 

佐
藤

　
節
子
・
大
内

　
洋
子 

 

（
高
清
水
）

 

鎌
田
ゆ
き
え
・
山
路

　
美
子 

 

（
高
清
水
）

 

加
藤

　
研
介
・
佐
藤

　
良
一 

 

（
高
清
水
）

 

山
川

　
光
幸 

 

（
一

　
迫
）

　
佐
藤
や
す
子
・
髙
橋
よ
り
子 

 

（
鶯

　
沢
）

　
市
川
緋
都
美 

 

（
鶯

　
沢
）

　
吉
田

　
　
忠
・
佐
藤

　
房
喜 

 

（
金

　
成
）

　
鈴
木

　
政
子
・
田
中
ミ
ツ
ヨ 

 

（
金

　
成
）

〈
推
進
委
員
功
労
感
謝
状
〉

 

佐
藤
　
　
弘
・
只
野
　
　
正 

 

（
築
　
館
）

 

森
　
卯
太
郎 

 

（
瀬
　
峰
）

〈
社
会
福
祉
事
業
篤
志
寄
付
者
〉

 

青
少
年
赤
十
字 

栗
原
地
区
加
盟
校 

（
栗
原
市
）

 

栗
原
市
志
波
姫
地
区
神
楽
保
存
会 

（
志
波
姫
）

　
11
月
５
日
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
61
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
」、
11
月
20
日
、
東

京
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
全
国
社

会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
へ
表
彰
状
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
〉

五
十
嵐

　
慶
一 

 

（
栗

　
駒
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

大
場

　
昭
子 

 

（
築

　
館
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
功
労
者
〉

菅
原
美
智
子
・
細
川

　
律
子 

 

（
職

　
員
）

山
崎

　
文
子 

 

（
職

　
員
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
〉

上
在
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

す
み
れ
会 

（
若
　
柳
）

熊
谷
　
秀
雄 

 

（
若
　
柳
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

蜂
谷
　
恒
喜 

 

（
栗
　
駒
）

〈
奉
仕
功
労
者
〉

四
ノ
宮
と
よ
み
・
千
葉
と
し
え 

 

（
栗
　
駒
）

細
川
　
直
子 

 

（
一
　
迫
）

小
野
寺
智
子
・
千
葉
　
恵
子 

 

（
鶯
　
沢
）

千
葉
と
く
江 

 

（
花
　
山
）

〈
宮
城
県
共
同
募
金
会
役
員
〉

熊
谷
　
秀
雄 

 

（
若
　
柳
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
者
〉

早
坂
　
忠
信 

 

（
職
　
員
）

―
―
―
― 

感

　謝

　状 

―
―
―
―

第
61
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

平
成
27
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

―
―
―
― 

感

　謝

　状 

―
―
―
―

―
―
―
― 

感

　謝

　状 

―
―
―
―

―
―
―
― 

表

　彰

　状 

―
―
―
―

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

―
―
―
― 

表

　彰

　状 

―
―
―
―

宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

―
―
―
― 

褒

　
　
　状 

―
―
―
―

宮
城
県
知
事
表
彰

―
―
―
― 

表

　彰

　状 

―
―
―
―

宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰



■ 栗原市社協だより　第64号

平成27年度 福祉活動に関する標語・ポスター・書道入賞作品集

書道の部

標語の部

《
中
学
校
の
部
》

◇ 

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

「
助
け
た
い
」　
素
直
な
心
に
　
赤
い
羽
根

栗
駒
中
学
校
１
年

　横
山

　
莉
沙

◇ 

栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞

赤
い
羽
根

　
あ
な
た
の
優
し
さ

　
届
け
ま
す

栗
駒
中
学
校
１
年

　舟
山
さ
く
ら

◇ 

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

「
手
を
ど
う
ぞ
」　
小
さ
な
勇
気

　
大
き
な
支
え

栗
駒
中
学
校
１
年

　佐
竹
　
凌
空

◇ 

栗
原
市
教
育
長
賞

助
け
合
い

　
募
金
で
始
ま
る

　
福
祉
の
輪

栗
駒
中
学
校
１
年

　髙
橋
　
響
世

◇ 
金
　
賞

手
助
け
で

　
ま
わ
り
と
つ
な
が
る

　
地
域
の
絆

高
清
水
中
学
校
３
年

　錦
戸
　
春
弥

◇ 

銀
　
賞

考
え
よ
う

　
地
域
の
人
の

　
笑
顔
の
た
め
に

志
波
姫
中
学
校
１
年

　伊
藤
　
春
佳

◇ 

銅
　
賞

そ
の
募
金

　
社
会
奉
仕
の

　
第
一
歩

栗
駒
中
学
校
１
年

　佐
々
木
汐
音

◇ 

佳
　
作

人
の
た
め

　
優
し
い
心

　
赤
い
羽
根

栗
駒
中
学
校
１
年

　岩
渕
　
綾
奈

《
小
学
校
の
部
》

◇ 

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

思
い
や
る
　
心
が
つ
な
ぐ
　
地
域
の
輪

築
館
小
学
校
５
年

　冨
田

　
眞
吏

◇ 
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞

や
さ
し
さ
で

　
え
が
お
の
花
が

　
満
開
に

鶯
沢
小
学
校
４
年

　後
藤
　
梨
花

◇ 

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

「
は
い
、
ど
う
ぞ
」　
あ
な
た
を
支
え
る

　
私
の
手

鶯
沢
小
学
校
６
年

　菅
原
　
彩
花

◇ 

栗
原
市
教
育
長
賞

助
け
合
う

　
心
が
ぼ
く
ら
の

　
道
し
る
べ

鶯
沢
小
学
校
５
年

　横
山
　
夏
音

◇ 

金
　
賞

思
い
や
り

　
み
ん
な
の
心

　
赤
い
羽
根

栗
駒
南
小
学
校
３
年

　千
田
　
　
栞

◇ 

銀
　
賞

手
を
つ
な
ぎ

　
み
ん
な
で
作
る

　
福
祉
の
わ

一
迫
小
学
校
４
年

　佐
藤
　
立
稀

◇ 

銅
　
賞

手
を
つ
な
ぎ

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

築
館
小
学
校
５
年

　菅
原
結
衣
菜

◇ 

佳
　
作

だ
れ
に
で
も

　
や
さ
し
い
こ
こ
ろ

　
わ
す
れ
ず
に

栗
駒
南
小
学
校
１
年

　菊
池
　
飛
翔

６

《中学校の部》 《小学校の部》
◇
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞栗駒中学校１年

岩木　思穏

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞栗駒中学校２年

及川　由季

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

築館小学校５年

渡邉　玲奈

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

栗駒小学校４年

菅原　結依

◇
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞築館小学校１年

髙橋　　凜

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞栗駒小学校６年

千葉日菜乃

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

栗駒中学校３年

小野寺柊佳

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

栗駒中学校３年

菅原　優花

◇
佳

　
作

築館小学校３年

熊谷　千尋

◇
銅

　
賞

鶯沢小学校５年

後藤　璃衣

◇
銀

　
賞

高清水小学校６年

鈴木　　遥

◇
金

　
賞

一迫小学校２年

佐藤　由衣

■ 栗原市社協だより　第64号

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

若柳中学校２年
頼住　萌花

◇宮城県北部教育事務所栗原地域事務所長賞

金成小中学校９年
佐藤　柚月

◇銀　賞

若柳小学校６年
髙橋　碧泉

◇金　賞

瀬峰小学校６年
千葉　愛永

◇宮城県北部教育事務所栗原地域事務所長賞

若柳小学校１年
岩淵　惺也

◇
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞

金成小中学校９年
飯田結希乃

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

一迫小学校６年
長谷川　聖

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

金成小中学校９年
小野寺乃愛

◇
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
長
賞

栗駒小学校５年
佐藤　叶都

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

栗駒小学校６年
小松　美優

ポスターの部

７

《中学校の部》 《小学校の部》

展示の様子
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　12月６日（日）みちのく金成温泉　金成延年

閣を会場に、『平成27年度介護者癒しのつど

い』を開催しました。参加者79名を含む総勢

106名の参加をいただきました。

　「寝たきりや認知症など、在宅で家族介護

に日々つとめている皆様方に対し、介護の苦

労や悩みを語り合いながら、繋がりを深めて

頂くことで、明日への活力になるよう開催し

ました。」と会長が挨拶。続いて、栗原市長

や栗原市議会議長よりご祝辞を頂戴しました。

　また、社協の介護保険事業所等紹介ムービ

ーを上映し、参加者の中には自分の家族が映

し出された方もおり、「普段どのように過ご

しているか知ることができた」と喜んでいた

だきました。

　温泉で疲れを癒したあとは、延年閣の美味

しい料理を堪能し、「新日本舞踊若葉流」によ

る華麗な踊りや歌を鑑賞。小学２年生と５歳

の可愛い兄弟による踊りに参加者も思わず笑

みがこぼれていました。

　大抽選会では、１等会長賞から３等、延年

閣賞の豪華賞品が当たるチャンス！皆さん、

抽選番号を片手にドキドキ。１等会長賞は一

迫地区の方が当選されました。

　参加された皆さんには、明日からの介護の

励みになるよう、楽しいひとときを過ごして

いただきました。

大勢の方に参加いただきました。 華麗な踊りに拍手！ 当選おめでとうございます！

　障がいの有無に関わらず、音楽やダンスを通して交流することを目的としたダンス
交流会。今年は総勢１６４名の方々にご参加いただきました！音に合わせて自由に踊
る第１部ディスコダンス、施設の特色溢れたダンスを披露していただく第２部ダンス

合戦。皆さんのキラキラした笑顔と、熱気で会場は大盛り上がり！
　たくさんのご協力をいただき、開催することができました。あり
がとうございました。

◆開催日　平成27年11月25日（水） ◆会場　若柳ドリームパル 小ホール

レッツダンス★★ すてきに変身♪♪

♪「みんな集おうダンス交流会」開催♪

みんなでポーズ！

ありがとうございました！！

ご協力いただいた団体・個人

● 栗原市民生委員児童委員協議会 様

● サンバくりはら 様

● 宮中施設ボランティア

　グループ 様（衣装コーナー）

● メナード化粧品株式会社 様

　　（メイク・ネイルコーナー）

● 栗原青年会議所 様

　（ドリンクコーナー）

● 個人ボランティアの皆様

■ 栗原市社協だより　第64号

９

　１０月２４日（土）、小春日和の穏や

かな日に一人暮らし高齢者や高齢者

世帯を招いての福祉のつどいを開催

しました。地域の推進委員の皆様に

よる実行委員会を結成し、地域住民

力を結集した事業となりました。

　栗駒中学校吹奏楽部の堂々とした

生演奏と地域の芸達者さんの唄や踊

りの披露に加え、栗原一心会さんに

よる、甲胄の着付披露をしていただ

きました。モデルは参加者から握手

を求められる程の人気者となりまし

た。

　つどいは盛会裏に終了しました。

　高齢者の社会的孤立感の解消と、

児童の福祉心を育むことを目的に、

１０月２２日（木）一迫活性化センタ

ーにおいて、世代間交流会を開催い

たしました。

　当日は、一迫小学校三学年の皆さ

んと高齢者、民生委員あわせて約

１００名の方々に参加いただきまし

た。

　今回は、ゲームを通して交流を図

ろうと、玉入れと風船運びリレーを

いたしました。始めは皆さん少し緊

張した様子でしたが、ゲームに夢中

になるにつれ、一生懸命に応援し合

う姿も見られました。また、小学生

の皆さんにはリコーダー演奏も披露

して頂き、楽しく充実した交流会と

なりました。

★☆★☆地域歳末支援事業「世代間交流」☆★☆★

★☆★☆鶯沢地区「福祉のつどい」が開催☆★☆★

一迫支部

鶯沢支部

生演奏を楽しんで！

素敵なリコーダー演奏を聴かせてくださいました。

舞踊も艶やか

「がんばれー！」応援にも力
が入ります。

秋の味覚

新聞玉って投げるのが
難しい！



■ 栗原市社協だより　第64号
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介護保険・障害福祉 サービス事業所紹介介護保険・障害福祉 サービス事業所紹介

　

■ 栗原市社協だより　第64号

11

介護保険・障害福祉 サービス事業所紹介介護保険・障害福祉 サービス事業所紹介
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10
月
25
日（
日
）、
防
災
研
修
会
・
お
茶
っ
こ
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
栗
原
市
消
防
署
職
員
よ
り
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、

実
際
に
水
消
火
器
を
使
用
し
て
の
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
体
を
動
か
し
和
や

か
な
昼
食
会
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
元
気
な 

 

　　　
〝御
年
84
歳
〟

講
師 

清
原
宮
司

地域の情報を聞いて !

手拍子のお囃子で大盛り上がり !

さあ 消火活動

　
恒
例
の
お
茶
っ
こ
会
を
11
月
12
日（
木
）開
催
し
た
と
こ
ろ
、

50
名
の
参
加
者
で
集
会
所
は
満
杯
に
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

今
回
の
講
師
は
地
元

　
御
賀
八
幡
宮 

清
原
宮
司
の
お
話
で

す
。

　「
日
本
人
の
心
の
底
に
あ
る
も
の
」と
題
し
て
の
講
話
は
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
大
切
な
日
本
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
者
を
前
に
、
浜
井
場
女
性
部「
祭
り
ば
や
し
」の

踊
り
も
披
露
さ
れ
、
ま
さ
に
地
域
住
民
が
集
う
祭
り
の
よ
う

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
頃
に「
有
賀
地
区
防
災
マ
ッ
プ
」の
最
新
版
が

完
成
。
以
前
作
成
を
し
ま
し
た
が
、
定
期
的
な
サ
イ
ク
ル
で

見
直
し
が
必
要
と
し
た
矢
先
に
、

９
月
の
大
雨
災
害
が
発
生
。
危

険
箇
所
か
ら
判
断
し
た
地
域
独

自
の
避
難
行
動
ル
ー
ル
も
作
り

ま
し
た
。

　
お
茶
っ
こ
会
等
で
の
顔
合
わ

せ
、
日
常
生
活
の
繋
が
り
と
結

束
が
災
害
時
に
は
一
番
の
救
命

士
で
す
ね
。

　

若
柳

　
有あ

り

賀が

地
区
社
協(

会
長 

近こ
ん

藤ど
う 

宗む
ね

志し

)

栗
駒

　深ふ
か

谷や

地
区
社
協(

会
長

　三み

浦う
ら 

菊き
く

雄お)

「
地
域
交
流
お
茶
っ
こ
会
」

「
防
災
研
修
会
・
お
茶
っ
こ
会
」

■ 栗原市社協だより　第64号
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13
区
地
区
社
協
で
は
、
毎
年「
移
動
研
修
会
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
仙
台
方
面
に
向
か
い
、
今
話
題
の
”仙

台
う
み
の
杜
水
族
館

“を
見
学
し
ま
し
た
。

　「
水
族
館
な
ん
て
何
年
振
り
か
な
」「
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り

す
ご
い
施
設
な
ん
だ
ね
」と
喜
び
と
驚
き
の
声
が
飛
び
交
い
、

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
よ
り
一
層
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
11
月
20
日（
金
）、
駒

場
下
地
区
の
見
守
り
事

業
安
心
安
全
地
域
サ
ポ

ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
一
迫
支
部
・
地
区
社

協
の
委
員
20
名
の
皆
さ

ん
が
鶯
沢
駒
場
下
地
区

へ
研
修
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
駒
場
下
地
区
全
般
の

活
動
に
つ
い
て
地
区
会

長
よ
り
紹
介
が
あ
り
、

安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
事

業
に
つ
い
て
は
民
生
委

員
さ
ん
２
名
か
ら
の
具

体
的
な
活
動
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
迫
の
皆
さ
ん
か
ら

も
ご
質
問
、
ご
意
見
な

ど
頂
戴
し
て
時
間
を
延

長
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐藤会長より 歓迎の挨拶

美味しいよ～

とても立派な水族館です

高
清
水

　13
区
地
区
社
協（
会
長

　眞ま

山や
ま

　幸こ
う

也や

)

鶯
沢

　駒こ
ま

場ば

下し
も

地
区
社
協（
会
長

　佐さ

藤と
う 

一か
ず

男お

)

「
移
動
研
修
会
」

「
一
迫
地
区
社
協
活
動
研
修
で
来
所
」
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バルーンアート 基礎講座を開催します!!

平成２７年度
栗原市ボランティア連絡協議会 研修会 開催

　１０月１９日（月）、栗原市ボランティア連
絡協議会では、ボランティア同士のつながり
を深め、今後の活動に活かしていくことを目
的に、築館高齢者福祉センターを会場に研修
会を開催しました。
　民謡ボランティアである髙橋 隆雄 氏（一
迫）を講師としてお招きし、「みんなで笑って
歌って元気に！」をテーマに唄や手拍子を交
えながら講話をいただきました。参加され
た方からは「とても楽しくリフレッシュでき
た」「民謡について学べたので周りの方へ教
えたい」などの声をいただき、充実した研修
会となりました。

□日　時：平成２８年１月１６日(土 )
        １０：００～１１：４５（予定）

□会　場：築館総合支所２階　市民活動支援センター　多目的室
　　　  （住所：宮城県栗原市築館伊豆二丁目６番１号）　
□対　象：栗原市民（どなたでも参加頂けます。）　

□定　員：３０名（定員になり次第、締切らせて頂きます。）

□内　容：バルーンアートの基礎講座
　　　  ～地域にアートの輪を広げよう～
　　　　　講　師　佐々木　律子 氏

□参加費：無　料
□持ち物：筆記用具
□参加申込み　平成２８年１月１３日（水）までに
  　　　　　  地域福祉課（23-8087）へ申込みください。

■ 栗原市社協だより　第64号
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千　種　正　幸　様（築館） 2,053円

匿　　　　　名（栗駒） 100,000円

第６回稲上げ唄全国大会
実行委員会　様（志波姫）

20,000円

千　種　正　幸　様（築館） 1,976円

栗駒中学校ＰＴＡ　様（栗駒） 30,000円

若柳山野草＆さつき盆栽会 様（若柳） 3,910円

鶯沢支援グループ２番 様 46,495円

ＪＲＣ栗原地区加盟校一同　様 31,038円

白鳥善作チャリティーコンサート
実行委員会　代表　白鳥治幸 様（築館）

10,000円

第２１回全東北空手道選手権大会
宮城空手道　北峰会　様（瀬峰）

20,000円

千　種　正　幸　様（築館） 1,691円

栗駒中学校２年
栗駒ドリームカンパニー　様（栗駒）

16,892円

一迫真坂中町老人クラブ常盤会　様（一迫） 5,389円

佐々木　雪　子　様（金成） ポーチセット

尾　崎　智　博　様（大阪府堺市） タ オ ル

佐々木　四　郎　様（瀬峰） 新 米

　栗原市社協では生活相談所を開設し生活上の困
りごと、心配ごとの相談を受け付けております。
　お気軽にご相談下さい。

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄付、ご寄贈いただきました。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
１/５(火)　１/19(火)

２/９(火)　２/23(火)
９:30～11:30

築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
１/５(火)　１/19(火)

２/９(火)　２/23(火)
９:30～11:30

若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
１/７(木)　１/21(木)

２/25(木)　 　    　 
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
１/４(月)　１/18(月)

２/８(月)　２/22(月)
９:30～11:30

高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
１/８(金)　１/22(金)

２/12(金)　２/26(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
１/７(木)　１/21(木)

２/25(木)　 　    　
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
１/６(水)　１/20(水)

２/10(水)　２/24(水)
９:30～11:30

鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
１/８(金)　１/22(金)

２/12(金)　２/26(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
１/６(水)　１/20(水)

２/10(水)　２/24(水)
９:30～11:30

志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
１/４(月)　１/18(月)

２/８(月)　２/22(月)
９:30～11:30

花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

相談無料
秘密厳守

ＪＲＣ加盟校のみなさんよりご寄附をいただきました。

◆ 寄　附　金（10月11日から12月10日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）
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　志波姫小学校では、「盲導犬について知ろう」という

テーマで、１２月２日（水）に栗原市社会福祉協議会志

波姫支部のご協力のもと、４学年ＰＴＡ行事として講

演会を行いました。

　当日は、社会福祉協議会志波姫支部のみなさんと盲

導犬協会の職員の方と盲導犬ＰＲ犬、実際に盲導犬と

生活を共にしているユーザーさんと盲導犬にご来校い

ただきました。職員の方から盲導犬の説明、ユーザー

さんから実際に生活をしている体験談等を聞くことが

できました。４年生児童も保護者のみなさんも真剣な

表情で聴いていました。

　児童から『盲導犬は目の不自由な人のことを考えて、

曲がり角や階段で一度止まって指示を待ったり、目の

不自由な人でも安全で安心な生活ができることが分か

りました』『目の不自由な人は盲導犬のおかげで楽しく

生活しているのが分かりました』『盲導犬は厳しい訓

練ではなく、遊ぶ

ときはおもいっき

り遊んで、仕事の

時にはしっかりす

るという、けじめ

をつけて生活をし

ていることが分か

りました。』などの

感想があり、普段

目にすることの少

ない盲導犬につい

て学習する貴重な

機会となりました。

また、視覚に障が

いがある方に対し

ても『声をかけて

あげたいです。』な

ど、理解を深めることができました。最後は、盲導犬

に触れてお別れをしました。

盲導犬にありがとう福祉のひろば福祉のひろば
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。

志波姫小学校

　

私
達
の
沢
辺
上
行
政
区
は

金
成
地
区
内
で
65
歳
以
上
の

在
宅
高
齢
化
率
が
も
っ
と
も
高
い
地
域
で
す
。
皆

さ
ん
が
健
康
で
、
た
の
し
く
、
お
も
し
ろ
く
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
多
く
の
社
協
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
独
自
の
ミ
ニ
敬
老
会
で
は

毎
回
対
象
者
に
色
紙
を
贈
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

『
50
・
60
花
な
ら
蕾
、
70
・
80
働
き
盛
り
、
90

に
な
っ
て
迎
え
に
き
た
ら
100
ま
で
待
て
と
追
い
返

せ
』
や
『
あ
な
た
の
笑
顔
が
き
っ
と
誰
か
の
薬
に

な
っ
て
ま
す
』
と
の
文
面
内
容
を
筆
字
で
書
い
て

手
渡
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
若
年
層
が

減
っ
て
い
る
現
在
で
す
が
、
中
高
年
の
方
と
の
交

流
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
防
災
訓
練
に
は
150
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
活
動
を
活
か
し
て
若
年
層
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
の
社
協
に
望

む
こ
と
は
活
動
費
、
交
付

金
の
申
請
事
務
の
簡
素
化

を
図
り
、
活
動
の
さ
ら
な

る
強
力
な
後
押
し
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

おらほの地域活動
 

沢
辺
上
地
区
行
政
区
長

　
　 

佐
　
藤
　
忠
　
義

　新年、明けましておめでとうございます。

　本年も、各地域で支え合い、笑顔がいっぱい

の地域福祉活動を展開していただけるよう、役

立つ情報を発信して参りたいと思いますので、

ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

（細川）

バーコードリーダーで読み取り。モバイルサイトにアクセス！

➜

モバイル版はこちら！！
http://kurihara-sfk.jp/ホームページアドレス
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社協本所・支所電話番号

本所・総務課　☎23-8070（代表)

本所・地域福祉課　☎23-8087（直通)

本所・介護保険課　☎21-2141（直通)

築館支所　☎23-8087
若柳支所　☎32-3083
栗駒支所　☎45-2150

高清水支所　☎58-3637
一迫支所　☎52-4433
瀬峰支所　☎59-2322
鶯沢支所　☎55-2834
金成支所　☎42-1248
志波姫支所　☎22-2713
花山支所　☎56-2028


